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 中学生に「本物に出会う体験」を 
あつぎ未来塾を開講 

 本市に拠点を置く企業や大学と連携した講座を開き、先端技術や先進学問、

ビジネスの第一線で活躍するプロフェッショナル、異文化などの「本物に出会

う体験」を中学生に提供します。 

１ 概要 

市内の企業や大学の施設で、市立中学生を対象とした全７講座を開講。休

日や長期休業期間に、知的好奇心を刺激する実験やワークショップ、研究室

見学などを通じたＳＴＥＡＭ教育、国際交流プログラムなどを展開します。 

(1) 協力企業・大学と講座の内容 

①ベネクス（８月５日）＝休養の科学とゼロからイチを創る起業家スピ

リット②アンリツ（８月 17 日）＝危険を見抜く食の安全を守るミッショ

ン③日産自動車テクニカルセンター（８月 24 日）＝クルマの仕組みと自

動車会社の仕事④神奈川工科大学（10 月）＝レゴブロックをプログラミ

ングで動かす⑤湘北短期大学（11・12 月）＝留学生との交流⑥ソニーグ

ループ厚木テクノロジーセンター（12 月）＝イメージセンサーの世界⑦

東京工芸大学（３月）＝機能とデザインの因果関係を学ぶワークショップ 

(2) 定員 各講座 20～30 人（抽選） 

(3) 募集 市講座予約システムと電子申請システムで６月 15 日から開始 

２ 目的 

子どもたちを探究的な学びの入口へいざなうことで、自らの能力と将来を

切り開くきっかけを提供します。 

３ ＰＲしたい内容、事業のポイントなど 

・今年度の新規事業。市内企業や大学が有する優れた教育資源を活用し、学

校の枠を超えた質の高い探究的な学びの場を子どもたちに提供します。 

・本市が誇る「知」「技」の産学公ネットワークによる実践的な学びで、子ど

もたちが自らの将来を主体的に考えられる一助とします。 

４ 予算額 

  40 万円 

５ 添付資料 

  ちらし 
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教育部 教育指導課 
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☝一人で複数の講座に申込ができます
対象：厚木市立中学校在籍の中学生
定員：２０～３０人（抽選）

厚木市講座予約システム 電子申請システム
次のシステムから申込みができます

問い合せ先：厚木市教育委員会
教育指導課

☎046-225-2660
✉8200@city.atsugi.kanagawa.jp

調整中 調整中


